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A)石組遺構 1(東 より) B)石組遺構 1(北 より)

D)石組遺構 3(北より)

F)石組遺構 5(北西より)

C)石組遺構 3(東より)

E)石組遺構 5(北東より)

G)石組遺構 6(北東より) H)石組遺構 6(南東より)



図版39

A)石組遺構 7(南西より)

C)石組遺構 8(東より)

E)石組遺構 10(北東より)

B)石組遺構 7(北西より)

F)石組遺構 10(北西より)

D)石組遺構 8(北より)

G)石組遺構 11(北東より) H)石組遺構 11(北西より)
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A)石組遺構 12(北 より)

C)石組遺構 13(北 より)

E)石組遺構 14(北より)

B)石組遺構 12(西より)

F)石組遺構 14(東より)

D)石組遺構 13(東より)

G)石組遺構 15(北東より) H)石組遺構 15(北西より)
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A)石組遺構 16(南東より)

C)ト レンチ 1違景 (北 より)

E)ト レンチ 3西半分遠景 (南西より)

B)石組遺構 16(南西より)

D)ト レンチ 2違景 (南西より)

F)ト レンチ 3東半分遠景 (南東より)

G)ト レンチ 4違景 (南東より) H)ト レンチ 5違景 (北東より)
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山岳仏教草創期の

山岳寺院における
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要  約

中寺廃寺跡は集落から離れた標高600m～700mの山中に立地する山岳寺院である。創建

時期は山岳仏教草創期である 9世紀に遡る。現在までの発掘調査により東西400m、 南北

600mの 範囲にA・ B・ Cの 3地区に分かれて寺院を構成する多様な伽藍が展開していたこ

とを確認した。香川県の寺院興隆期である10世紀には、A地区において寺院中心部である

塔・仏堂が、B地 区において修行と生活の場である仏堂 。僧坊が、C地区において祭祀的

な遺構 と考えられる石組遺構が造営される。この時点で中寺廃寺は機能が異なる地区が谷

を囲んで向かい合う山岳・山林寺院として整う。古代山岳寺院の原初の姿を良好に示す中

寺廃寺跡は、四国の山岳・山林寺院、山岳仏教を理解する上で重要な遺跡と考えられる。
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